
様式（１）-①

都市再生整備計画（第2回変更）
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令和6年3月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 158 ha

令和 4 年度　～ 令和 8 年度 令和 4 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 令和元年度 令和8年度

台/日 令和元年度 令和8年度

・多くの駅が集積し、面的に広がる六甲山系南側の既成市街地において、商業・業務、文化・教育・観光機能など様々な機能の維持・充実を図る。

都道府県名 兵庫県 神戸市
こ う べ し

神戸
こ う べ

長田
な が た

地区
ち く

計画期間 交付期間 8

大目標：　長田区の主要駅である新長田駅（ＪＲ、神戸市営地下鉄西神・山手線、海岸線）、長田駅（神戸市営地下鉄西神・山手線）、高速長田駅（神戸高速鉄道）を中心に、駅周辺のリノベーションを図り、まちの一層の魅力向上や活性化を図る。
○駅の拠点性向上によるまちの活性化
○駅周辺のにぎわい創出

　本市では、50年先も心地よく健やかに住み続けられるまちをめざし、「コンパクト・プラス・ネットワーク」「様々な分野との連携」といった観点で取り組みを進める。
■コンパクト・プラス・ネットワーク
・人口減少や多様なライフスタイルに対応した都市計画制度等の適切な運用をすべく、原則として住宅開発等による市街化区域の拡大を抑制し、良好な既存ストックを有効に活用する。
・広域型都市機能の維持・充実・強化として、広い範囲をサービスの対象とする広域型都市機能を、都市の中心となる拠点や生活の中心となる拠点に誘導する。
・便利で快適・効率的な人と物の移動環境の確保として、市域を越える広域交通ネットワークと連携を図りながら、総合的な交通環境の形成をめざし、鉄道やバスなどの公共交通を中心とした交通ネットワークの維持・形成を推進する。
■様々な分野との連携
・都市計画だけでなく住宅、公共施設、医療・福祉、子育て、教育などまちづくりに関する様々な分野と連携を図りながら施策を推進する。
・市街化区域においては、地域の課題に応じて「生活関連サービスの確保」「良好な地域コミュニティの維持」「安定した雇用の創出・子育て環境の向上」など関連する施策を推進する。
・市街化調整区域においては市街化区域と「連携」しながら施策を推進し、防災上課題のある箇所についても市民の命を守るための施策に取り組む。

・新長田駅南側の駅前広場は、平成2年度から平成12年度にかけて新長田駅前地区第一種市街地再開発事業により整備された。また、新長田駅の南側においては、平成6年度より「新長田駅南地区震災復興第二種市街地再開発事業」を進めている。
・平成23年3月に公表した「神戸市都市計画マスタープラン」において、当該地区は「産業・歴史・文化を活かして再生する先導エリア」として、住み、働き、訪れる人にとって魅力的なまちに再生することとしている。また、新長田駅周辺は「都心拠点」とし、駅周辺の高い利
便性や多様な地域特性を活かして、商業・業務機能、文化・交流機能、住機能などの集積を図ることとしている。
・令和2年3月に公表した「神戸市都市空間向上計画」において、本計画の対象駅周辺はいずれも駅・主要バス停周辺居住区域（居住誘導区域）および広域型都市機能誘導区域（旧市街地型）に設定されている。
・新長田駅周辺では、令和元年７月に新長田合同庁舎（兵庫県、神戸市）が竣工し、令和5年度に県立総合衛生学院の移転が予定されている。

・新長田周辺については、、地域住民よりバス路線の再編及びバス拠点の整備を望む意見を受けており、効率的なバス路線の再編に合わせてバスロータリー含む駅前広場の再整備を行うことが必要となっている。
・新長田合同庁舎の完成等を受けて、駅の拠点性の向上を図り、駅周辺のまちの活性化に繋げていくことが必要となっている。
・地下鉄長田駅前空間は交通結節点として、歩行者の往来が非常に多い場所でありながら、駅前空間に配置されている駐輪場の容量を遥かに超える放置自転車が歩行者空間を狭めており、人が滞留できる空間が少ない。

●神戸市都市計画マスタープラン
新長田駅周辺は「都心拠点」とし、駅周辺の高い利便性や多様な地域特性を活かして、商業・業務機能、文化・交流機能、住機能などの集積を図ることとしている。
●神戸市都市空間向上計画
本計画の対象駅周辺はいずれも駅・主要バス停周辺居住区域（居住誘導区域）および広域型都市機能誘導区域（旧市街地型）に設定されている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

放置自転車台数
地下鉄長田駅周辺及び新長田駅周辺の放置自転車台数
（平日の延べ台数）

地下鉄長田駅周辺及び新長田駅周辺のアクセス機能向上の指標
となる

新長田駅：374台
長田駅：186台

新長田駅：302台
長田駅：97台

歩行者通行量 駅前における１日当たり平均歩行者通行量
駅の拠点性向上及び駅を中心としたまちのにぎわい向上の指標と
なる

新長田駅：9,384人/日
長田駅：3,163人/日

新長田駅：9,384人/日
長田駅：3,163人/日



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【駅の拠点性向上によるまちの活性化】
・駅前空間を整備し、駅の拠点性を向上させることで、駅を中心としたまちの活性化を図る。

【基幹事業】
・（道路）兵庫駅鷹取線
・（道路）若松線
・（地域生活基盤施設）新長田駅前広場（広場）

【駅周辺のにぎわい創出】
・地域住民や駅利用者等の憩いの空間を整備し、まちのにぎわい創出を図る。

【基幹事業】
・（地域生活基盤施設）地下鉄長田駅前空間（広場）
・（地域生活基盤施設）地下鉄長田駅周辺（自転車駐車場）
・（地域生活基盤施設）新長田駅前広場（広場）
・（地域生活基盤施設）新長田駅前広場（自転車駐車場）
・（高質空間形成施設）鉄人広場

【提案事業】
・（事業活用調査）地下鉄長田駅前空間
・（事業活用調査）地下鉄長田駅前空間沿道民地

【関連事業】
・新長田駅南地区震災復興第二種市街地再開発事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 神戸市 直 約106m R4 R7 R4 R7 68 68 68 68 －

道路 神戸市 直 約122m R4 R8 R4 R8 128 128 128 128 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場 神戸市 直 約1100㎡ R3 R7 R4 R7 124 120 120 120 －

地域生活基盤施設 自転車駐車場 神戸市 直 約200台 R3 R5 R4 R5 19 18 18 18 －

地域生活基盤施設 広場 神戸市 直 約5800㎡ R4 R8 R4 R8 1,728 1,728 1,728 1,728 －

地域生活基盤施設 自転車駐車場 新長田駅前広場 神戸市 直 約200台 R5 R7 R5 R7 516 516 516 516 －

高質空間形成施設 神戸市 直 約140m2 R5 R7 R7 R7 50 50 50 50 －

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,633 2,628 2,628 0 2,628 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

神戸市 直 R6 R7 R6 R7 10 10 10 10

神戸市 直 R6 R7 R6 R7 10 10 10 10

合計 20 20 20 0 20 …B

合計(A+B) 2,648
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

神戸市 国土交通省 19.9ha 〇 平成6年度 令和5年度 227,900

合計

0.5

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,648 交付限度額 1,324.0 国費率

地下鉄長田駅前空間

地下鉄長田駅周辺

新長田駅前広場

交付期間内事業期間
細項目

兵庫駅鷹取線

若松線

住宅市街地総合整備事業

鉄人広場

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用
調査

地下鉄長田駅前空間

地下鉄長田駅前空間沿道民地

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

新長田駅南地区震災復興第二種市街地再
開発事業



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

神戸長田地区（兵庫県神戸市） 面積 158 ha 区域 神戸市長田区若松町１～５丁目　他

Ｎ

神戸長田地区 158.0ha



【新長田駅】歩行者通行量 （人/日） 9,384 （R1年度） → 9,384 （R8年度）

【長田駅】歩行者通行量 （人/日） 3,163 （R1年度） → 3,163 （R8年度）

【新長田駅】放置自転車台数 （ 台/日 ） 374 （R1年度） → 302 （R8年度）

【長田駅】放置自転車台数 （ 台/日 ） 186 （R1年度） → 97 （R8年度）

　神戸長田地区（兵庫県神戸市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

駅周辺のリノベーションを図り、まちの一層の魅力向上や活性化を図る。

○駅の拠点性向上によるまちの活性化
〇駅周辺のにぎわい創出

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

神戸高速線高速長田駅

都市機能誘導区域外

若松公園

●

市営地下鉄長田駅

市営地下鉄板宿駅

長田区役所

●

●

合同庁舎

●

神戸村野工業高校

県立総合衛生学院
（予定）

●

神戸高速線
西代駅

山陽電鉄本
線

山陽電鉄本
線
板宿駅

都市機能誘導区域内

若松公園

●

市営地下鉄板宿駅

長田区役所

●

●

●

●

神戸高速線
西代駅

山陽電鉄本
線

都市機能誘導区域内

■基幹事業（ 地域生活基盤施設： 自転車駐車場）
地下鉄長田駅周辺の駐輪場整備

■基幹事業（ 地域生活基盤施設： 広場）
地下鉄長田駅前空間の再編（ 休憩施設整備）

■基幹事業（ 地域生活基盤施設： 広場）
新長田駅前広場の整備

■基幹事業（ 道路）
市道兵庫駅鷹取線の整備

（ 停車帯整備）

■基幹事業（ 道路）
市道若松線の整備
（ 停車帯整備、 交差点改良）

都市再生整備計画区域

凡 例

都市機能誘導区域

神戸長田地区 158.0ha

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

合同庁舎
県立総合衛生学院

（予定）

神戸村野工業高校

市営地下鉄長田駅

■基幹事業（ 地域生活基盤施設： 自転車駐車場）
新長田駅前広場の駐輪場整備

山陽電鉄本線
板宿駅

神戸高速線高速長田駅

○関連事業
新長田駅南地区震災復興
第二種市街地再開発事業

■基幹事業（ 高質空間形成施設）
鉄人広場の改築
（ 噴水等のにぎわい施設の整備）

■提案事業（ 事業活用調査）
地下鉄長田駅前空間の再編にかかる 社会実験

■提案事業（ 事業活用調査）
地下鉄長田駅前空間沿道民地活用に係る 調査

都市機能誘導区域外



計画の名称：神戸長田地区　　事業主体名：神戸市　 　

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

都市構造再編集中支援事業事前評価シート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応

⑤地元の熱意

⑥円滑な事業執行の環境

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果


